
県立高校におけるＧＩＧＡスクール構想に関する取組

１ 学校ＩＣＴ環境の整備

ＧＩＧＡスクール構想の早期実現を目指すとともに、臨時休業時においても児童生
徒の学びを保障するため、今年度末までに、高速大容量の通信環境や校内無線ＬＡＮ
など、生徒１人１台端末や教育用クラウドの活用の基盤となる学校ＩＣＴ環境を整備
することとしている。

生徒１人１台端末
･2021(Ｒ３)又は2022(Ｒ４)年度の入学生から順次

１人１台端
個人購入により導入［2021年度は約７割で導入］

末の整備
教員１人１台端末

･授業や教材作成で使用する教員１人１台分の端末
を整備

校内無線ＬＡＮ環境 ･全学年の普通教室、一部の特別教室等に無線アク
セスポイントを整備

インターネット接続回線
･学校と外部をつなぐインターネット接続回線を高

通信ネット 速大容量化
ワーク等の
整備

配信用ルータ
･高速通信環境の整備までの臨時休業時に各教室か
ら動画配信等を行うためのモバイルルータを整備

ＧＩＧＡスクールサポーター ･巡回訪問やコールセンター設置により学校を支援
･ＧＩＧＡスクール構想推進ディレクターを委嘱

家庭の通信
貸出用端末・ルータ

･住民税非課税世帯等の生徒に貸与する端末とモバ
環境の支援 イルルータを整備

ＩＣＴ活用 教員のＩＣＴ活用指導 ･１人１台端末を活用した授業づくり研修や、ｅ-

指導力向上 力の向上のための研修等 ラーニングで受講できるユニット型の研修を実施
･全教科・科目でのオンライン指導の実施体制確立

教育用クラウドと県統一
･新たに教育用クラウドを構築

アカウント
ドメインのアカウント

･学校独自ドメインから県統一ドメインに移行
･学校の垣根を越えた新たな学びを創造

２ 今後の取組の方向性

(1) 県教委の取組
①ＩＣＴ支援員等による学校への支援
②教員のＩＣＴ活用指導力向上のための研修の充実
③１人１台端末先行導入校（３校）における活用の研究、その成果の普及
④１人１台端末導入による効果の検証

学びの変容

段階

活用例

(2) 学校の取組
①ＩＣＴ支援員等を活用した生徒１人１台端末の円滑な導入
②これまでの教育実践とＩＣＴとのベストミックスの学びの研究
→ 学習活動の一層の充実、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

ステップ１
“すぐにでも”
“どの教科でも”“誰でも”
活かせる１人１台端末

ステップ２
教科の学びを深める。
教科の学びの本質に迫る。

ステップ３
教科の学びをつなぐ。
社会課題等の解決や一人一人
の夢の実現に活かす。

・検索サイトを活用した調べ学習
・文章作成ソフト、プレゼンソフト
の利用
・一斉学習の場面での活用
・一人一人の学習状況に応じた
個別学習

・書く過程を記録し、よりよい文章を
作成（国語）
・関数や図形等の変化の様子を可視
化し、繰り返し試行錯誤（数学）
・観察・実験を行い、動画等を使って
より深く分析・考察（理科）

・探究プロセスにおける様々な場面
（課題の設定、情報の収集、整理・
分析、まとめ・表現）での活用
・各教科等での学びをつなぎ探究
するＳＴＥＡＭ教育での活用

学力（ＧＴＺ等）

家庭学習時間
アンケート結果

効果の検証

学校へのフィードバック


